































































ナラティヴを考究するものである。第 8章と第 10 章は、いずれもアメリカン・
ルネッサンスの巨匠、ハーマン・メルヴィルとナサニエル・ホーソーンを扱う
論文である。第8章は、多様なバージョンのテクストが存在するという『ビリ ・ー
バッド』について、その編集作業を参照しつつ、「メルヴィルの言語」の読解
を試みている（板垣真任，230）。また、第 10 章は、「捕鯨」という、米国史に
おける重要な主題に注目し、ニューイングランドの歴史的事象を紐解きつつ、
『緋文字』と『白鯨』の分析を行う。ふたつの作品における「首切り」の表象
にみる両作家の異なった態度から、ピューリタン文学における「錬金術的な変
化」が検証される（巽孝之，288）。2本の古典文学研究とともに配置された第
9章、オバマのヒロシマ・スピーチ読解は、文学と無関係ではけっしてない。
むしろ、執筆者の伊藤詔子氏は、このスピーチの「文学性」を高く評価してい
る（253）。核表象を行う文学作品群の出現、それに伴う環境批評の台頭は、オ
バマの広島来訪を促すものであったという。氏は、オバマのスピーチの文学性
を 3つの観点から分析する。1つ目は、「心理的苦痛」や「差別感」を表現する「ヒ
バクシャ」という語の使用（245）。2 つ目は、「広島」という場所に近づこう
とする謙虚な「場所の感覚」（246）。3つ目は、被爆者の物語を米国の「ナショ
ナル・ナラティヴ」と接続する試み（250）。結びとして、氏は、ソローの「市
民の反抗」を引用しつつ、その思想を受け継ぐオバマの声が、今や世界的ナラ
ティヴとなって共有されていることを提示するのである。
以上が本書に収められた 10 本の論文である。それぞれの論文から感じ取れ
るのは、高瀬氏があとがきで述べているように、門下生が「下河辺先生から共
通して学んだこと」、つまり、「研究の面白さ」であるように思う（337）。個性
豊かな「音」によって構成された本書は、その面白さを余すことなく伝えるも
のとなっているだろう。
